
魅力ある授業を
設計するための
ポイントを
しっかりサポート！

2019年度 第４回
アクティブ･ラーニングセミナー

首都大学東京教育改革推進事業 学⾧指定課題
主催:大学教育センター / 首都大学東京ＦＤ委員会

高等教育において、学生は主体的に学問を探究することが求められています。
本セミナーでは、「主体的に」というキーワードに着目し、学生が主体的に学ぶとは具体的に
どのような行動を指すのかを皆で議論します。
議論の素材にするのは、全国の国公立大学と一部の私立大学計228大学に所属する教員
を対象に実施した質問紙調査の集計結果です。「大学の正課教育において、学生のどのよ
うな行動を見た時に主体的だと判断するのか」という問いに対する回答結果を参考にしなが
ら、ご自身の授業において学生を主体的な学びへと誘う方法について一緒に考えましょう。

講師：時任 隼平 氏

（関西学院大学 高等教育推進センター 准教授）
【講師略歴】
関西大学大学院博士課程修了（博士：情報学）。教育工学を専門とし、アクティブ

ラーニング型授業、主体性評価、大学入学者選抜、ラーニングアシスタント、教員
養成、ICT教育、サービスラーニング等を主な研究テーマとしている。青山高等学校
教諭、山形大学常勤講師、関西学院大学専任講師を経て、2019年度より現職。

● 参加対象者：首都大学東京の全教員（常勤・非常勤は問いません）
● 参加費：無料
● 申込方法：下記の担当宛に「第４回ＡＬセミナー申込み」と明記し、３月１３日（金）

までに事前にメールでお申込みください。
● 申込先：南大沢キャンパス 教務課教務企画係 担当：宮本
● メール：kyomu-kikaku@jmj.tmu.ac.jp 
● 電 話：042－677－2937（直通）/ 1035（南大沢内線）

日時
・
場所


